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金
滞
古
蹟
志
審
三
十

能
議
。
欽
鋒
摺
而
鴻
驚
。
異
健
蓬
生
。
殊
相
逸
護
。
伯
孫
就
競
而
心
欲
v

之
云
々
。
共
雰
駿
者
知
=
伯
孫
所
'
欲
。
の
停
換
v
馬
。
相
僻
取
別
。
伯
孫

得
ν
駿
醤
獄
。
蝶
而
入
v
厩
。
解
v

鞍
稼
ν
馬
眠
之
。
共
明
旦
赤
殿
袋
篇
=
土
馬
町

伯
孫
心
界
之
。
遺
売
春
闘
陵
-
乃
見
=
勝
馬
在
昌
於
土
馬
之
問
吋
取
而
代

而
寵
=
所
v
換
土
馬
↓
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
此
の
政
事
・
は
姓
氏
鎌
上
毛

野
朝
臣
の
僚
下
に
も
載
せ
た
れ
ど
、
諸
説
甘
回
漣
史
の
事
を
混
同
せ
し

誤
左
ら
ん
と
い
へ
り
。
此
の
外
に
も
、
一
脚
祉
に
掛
け
た
る
給
馬
の
奇

瑞
の
侮
話
、
か
れ
と
れ
あ
り
と
い
へ
ど
も
袋
に
略
し
ぬ
。

。
富
岡
氏
家
士
大
脇
穴
右
衛
門
侮
話

武
家
耳
底
紀
に
一
宮
ふ
。
大
脇
六
右
衛
門
は
大
脇
三
十
郎
と
て
、
加
州

の
長
臣
官
回
越
後
守
が
子
小
姓
・
な
り
。
大
坂
の
役
に
越
後
守
が
供
し

け
る
に
.
共
方
は
幼
少
な
り
、
陣
小
屋
陀
居
よ
と
て
職
場
に
出
づ
る

事
を
許
さ
宇
。
落
城
の
日
も
小
屋
に
磁
し
置
き
け
る
が
.
三
十
郎
思

ふ
ゃ
う
は
、
い
か
に
幼
少
た
れ
ば
と
て
1

陣
小
屋
に
居
る
事
無
念
千

寓
た
り
と
て
、
越
後
守
攻
口
に
赴
か
る
L
跡
に
、
密
に
陣
小
屋
を
遁

れ
出
で
た
れ
ど
も
、
加
賀
の
陣
所
を
も
見
知
ら
宇
。
愛
か
し
と
と
走

り
あ
り
を
け
る
内
、
.
材
木
の
多
〈
積
み
た
る
所
有
り
け
れ
ば
.
此
上

に
上
り
暫
く
居
け
る
慮
、
城
中
よ
り
武
者
一
入
、
大
太
刀
を
抜
き
て

常
卿
召
出
さ
れ
‘
閲
百
石
賜
は
り
、
正
保
三
年
に
使
番
役
命
ぜ
ら
れ
、

高
治
二
年
指
除
か
れ
、
寛
文
二
年
先
筒
足
軽
頭
命
ぜ
ら
れ
‘
同
四
年

残
す
。
共
子
数
子
あ
り
。
長
男
滴
左
衛
門
家
を
織
ぎ
‘
遺
知
金
〈
賜
v

之
。
四
身
伊
右
衛
門
異
風
組
に
被
a
召
出
一
百
五
十
石
を
賜
は
り
‘
別

家
を
立
つ
。
摘
左
衛
門
に
も
数
子
あ
り
。
長
男
六
右
衛
門
家
を
継
ぎ
、

遺
知
の
内
三
百
石
賜
v
之
。
二
男
伴
丞
・
三
男
揃
三
左
衛
門
各
五
十
石

宛
配
分
.
加
傾
奥
力
士
と
成
る
。
但
し
摘
三
左
衛
門
は
後
本
家
を
相

続
す
と
云
々
。

。
火
矢
所
遺
枇

延
貨
の
金
滞
聞
に
小
川
七
之
丞
細
工
所
と
あ
り
て
、
則
ち
此
の
細
工

場
の
隣
地
に
小
川
七
之
丞
・
彦
兵
衛
の
居
邸
あ
り
。
共
の
地
は
岡
嶋

内
膳
邸
地
の
尻
地
に
て
、
浅
野
川
並
木
町
の
上
な
り
。
奮
藩
中
は
銭

勉
火
器
の
製
治
所
に
て
.
火
矢
方
の
小
川
氏
爾
家
此
の
地
に
古
来
居

住
し
、
製
治
方
を
惣
裁
し
来
る
と
い
へ
ど
も
、
嘉
永
七
年
披
南
材
木

畠
に
批
猶
舘
を
建
て
‘
小
立
野
上
野
に
鋳
治
場
を
建
築
せ
ら
れ
、
此

の
時
織
野
川
の
火
矢
所
を
鹿
せ
り
。

。
火
矢
方
小
川
久
次
健

一
冗
秘
.
丸
年
の
小
川
氏
自
緒
書
、
及
び
貸
永
三
年
九
月
の
高
煙
者
取
調

金
海
古
蹟
志
巻
三
十

.皐.
r、

駆
出
で
‘
大
勢
の
寄
手
を
き
り
ま
く
り
て
、
材
木
の
際
を
行
過
ぐ
る

を
‘
三
十
邸
調
を
懸
け
て
敵
を
見
遁
し
に
す
る
は
臆
し
た
る
か
と
い

へ
ば
、
彼
者
立
ち
か
へ
り
、
幼
少
者
た
れ
ば
梼
は
ざ
り
し
に
や
さ
し

ゃ
と
て
‘
太
刀
を
振
上
ぐ
る
践
を
、
三
十
郎
材
木
の
下
へ
飛
び
下

り
.
富
田
流
の
秘
術
燕
廻
の
手
を
以
て
首
を
討
落
す
所
ヘ
、
台
徳
将

軍
大
勢
の
人
散
を
召
連
れ
ら
れ
.
此
所
へ
来
ら
せ
給
ひ
け
る
が
、
三

十
郎
が
働
き
を
御
覧
有
り
て
、
何
者
ぞ
と
御
世
帯
也
。
加
賀
筑
前
守
家

来
宮
間
越
後
守
が
子
小
姓
大
脇
三
十
郎
と
名
乗
り
け
る
。
此
皆
聞
召

さ
れ
、
殊
之
外
御
感
被
v
成
、
則
人
を
付
け
ら
れ
、
越
後
が
陣
場
ヘ
被
昌

港
下
吋
一
越
後
は
申
付
を
背
き
た
る
と
て
、
さ
し
て
褒
美
も
な
し
。
後

に
台
徳
院
殿
利
常
卿
へ
そ
の
時
の
首
尾
を
御
附
あ
り
て
、
能
く
遣
は

れ
よ
と
仰
せ
ら
れ
し
か
ぽ
、
利
常
卿
被
a
召
出
二
潜
士
に
召
加
へ
ら
れ
.

名
も
六
右
衛
門
と
鋭
す
と
か
や
。
右
停
話
は
す
で
に
三
州
志
に
も
註

記
す
と
い
へ
ど
も
、
倫
そ
の
全
文
を
愛
に
記
載
す
。
加
陽
緒
士
系
譜

に
、
大
脇
氏
の
組
は
大
脇
助
右
衛
門
と
云
ひ
、
織
岡
信
長
公
民
仕
へ
、

勢
州
長
嶋
披
に
て
討
死
す
。
共
の
子
を
次
郎
兵
衛
と
一
宮
ふ
。
織
問
家

に
仕
へ
‘
後
流
浪
し
て
寛
永
七
年
残
す
。
次
郎
兵
衛
の
子
三
十
郎
、

後
六
右
衛
門
と
去
ふ
。
宮
岡
越
後
守
軍
政
の
見
小
姓
と
成
り
、
後
利

容
を
考
ふ
る
に
、
小
川
氏
の
組
小
川
久
次
は
、
質
名
を
忠
勝
と
云
ひ
、

朝
鮮
人
胃
齢
と
云
ふ
者
の
二
男
に
て
、
名
を
貞
種
と
稽
し
、
高
麗
の

地
に
出
生
す
。
父
胃
齢
新
穀
園
勝
山
の
楠
耐
と
去
ふ
者
の
体
法
、
金

簿
張
筒
・
棒
火
矢
・
撞
火
等
を
停
受
し
‘
長
男
胃
闘
と
云
ふ
者
へ
相
停

す
。
然
る
に
胃
回
賀
子
友
き
に
依
り
て
、
弟
貞
種
へ
相
僻
し
て
、
秘

方
の
火
術
悉
〈
停
授
せ
し
民
、
盟
太
閤
秀
吉
公
彼
の
園
を
征
伐
あ
り

し
時
、
加
藤
肥
後
守
清
正
の
手
へ
檎
と
成
h
y
.

肥
前
名
越
屋
の
陣
管

へ
召
連
れ
ら
れ
、
後
犬
坂
に
居
止
り
、
山
海
久
次
と
名
乗
り
居
た
る

を
.
奮
落
二
世
利
長
卿
京
都
民
於
て
召
抱
え
ら
れ
‘
小
扶
持
を
賜
は

り
、
命
に
依
て
小
川
久
次
と
改
稿
し
‘
寛
永
十
五
年
夜
す
。
と
あ
り
。

按
宇
る
に
、
賓
永
三
年
高
麗
者
取
調
書
に
、
利
長
卿
の
時
前
麗
陣
拾

の
者
共
数
名
召
抱
え
ら
れ
、
皆
既
方
・
殺
生
用
を
命
ぜ
ら
れ
し
か
ど
、

小
川
七
丞
組
父
小
川
故
久
次
儀
は
‘
扶
持
被
昌
下
世
一
殺
生
御
用
は
相

勤
不
v
申
候
。
と
記
載
し
、
小
川
氏
自
緒
書
に
は
.
御
宛
行
之
儀
は
承

停
不
ν
仕
、
寛
永
十
五
年
病
死
仕
。
と
あ
り
。
但
し
俊
長
十
年
利
長
卿

宮
山
養
老
附
士
艇
に
は
如
v
左
あ
り
。

御
切
米
・
金
銀
被
v
下
衆

一
、
銀
五
枚
高
麗
ゑ
さ
し

清

....... 
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七




